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本書は、情報通信技術を意味する ICT（Information and Communication Technology）
と日本語教育をかけ合わせ、日本語教育学における ICT 利用のさらなる活性化をはかる目
的で編まれたものである。本書の特徴は、以下の 3 点である。 
1. 理論的視点、教育実践的視点、研究開発的視点を柱に 19 本の論文が収録されている。 
2. ICT と日本語教育分野を牽引する 47 名の研究者が執筆した論文集である。 
3. 学会参加者と執筆者同士の相互交流によって研究の質向上を実現した論文集である。 
以下では、上記の 3 点について書籍を編集した立場から述べる。 







































書の着想は 2017 年 7 月で、出版社に企画書を提案したのは、同年 8 月で、出版社への入
稿は同年の 12 月であった。47 名の執筆者による 19 本の論文という規模から考えると、
企画から入稿までの期間は、非常に短かったと言える。こうした短時間での作業が実現で
きた背景として、本書は、2017 年 8 月に開催された国際会議「CASTEL/J 2017」
（CASTEL/J は、「日本語教育支援システム研究会」（Computer Assisted Systems For 











集ができたと考えている。このことは Amazon.com の読者レビューからも確認できる。 
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